
第 3 回東北 NP 研究会 実践報告書 

東北文化学園大学 

渡邊隆夫、津田丈秀 

公益財団法人仙台市医療センター 仙台オープン病院 

石川ちさと、沼上恭子、菅原愛、齋藤真人 

 

 

はじめに 

 2017 年 5 月 13 日（土）に東北文化学園大学内で第 3 回東北 NP 研究会（以下、本会）

を開催した。「”地域”を支える診療看護師（NP）を目指して」をテーマとして日本 NP 学会

会長の草間朋子先生をはじめとして、医師・診療看護師・訪問看護師・仙台市行政など様々

な立場から発表をしていただいた。本会の取り組みと開催の概要について報告する。 

 

開催までの経緯 

 本会は 2015 年 5 月に第 1 回目の研究会をおこない今回で 3 回目の開催となった。例年

研究会開催後に次年度の研究会の開催日程を決定し準備をおこなってきた。本会も 2016 年

5 月に次年度の日程を決定し調整をおこない、約 2 ヶ月に 1 回のペースで研究会事務局の

メンバーと東北文化学園大学の教員が話し合いをおこなった。 

 

本会の取り組みと実際（別紙 1 参照） 

本会開催当日は雨ながら県内外から 61 名が参加した。本会の開催前に第 6 回東北 NP 勉強

会がおこなわれ、石川奈津江先生からご講演をいただいた。 

本会では各方面の講師にご講演を頂き、その後パネルディスカッションをおこなっていた

だいた。特別講演として日本 NP 学会会長の草間朋子先生にご講演をいただき、盛会のうち

に閉会した。 

本会から医療機器メーカーによる企業展示をおこない看護師特定行為に係るシミュレータ

等の展示をおこなった。 

 

おわりに 

各関係者のご協力を頂き盛会のうちに閉会することができた。今後は次年度にむけて企画

調整をおこなっていく。 
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平成 29 年 5 月 13 日（土） 

東北文化学園大学 

 

会長  渡邊 隆夫 

東北文化学園大学 健康社会システム研究科教授 

主催：東北 NP 研究会 

 

～開催報告書～ 
ダイジェスト版 
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 名称：第 3 回東北 NP 研究会 

 主催：東北 NP 研究会 

 会期：2017 年 5 月 13 日 

 会場：東北文化学園大学 

 同時開催：第 6 回東北 NP 勉強会 

 

 

2017 年 5 月 13 日（土） 天候：雨 参加者：61 名 

参加職種（医師 8 名、診療看護師 23 名、看護師 24 名、その他 4 名、職種不明 2 名） 

 

参加者所属施設（仙台オープン病院 8 名、東北文化学園大学 7 名、東北労災病院 5 名、仙台厚生病院 5 名、東北

医科薬科大学病院 4 名、中嶋病院 3 名、東北大学病院 3 名、仙台医療センター2 名、金沢医療センター2 名、

JCHO 仙台病院 2 名、仙台青葉学院短期大学 2 名、その他 16 名、所属施設不明 2 名） 

医師, 8人, 13%

NP, 23人, 

38%
看護師, 24人, 39%

その他, 4人, 7%

不明, 2人, 3%

職種

開催概要 

参加者 
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参加者都道府県別（宮城県 50 名、岩手県 2 名、山形県 3 名、東京都 1 名、石川県 2 名、大阪府 1 名、不明 2 名） 

 

 

 

 メイン会場：東北文化学園大学階段教室 2 

 応接室：東北文化学園大学階段教室 1 

 展示会場：東北文化学園大学 1 号館 2 階 1253 号室 

 

 

 

仙台オープン病

院, 8人, 13%

東北文化学園大

学, 7人, 12%

東北労災病院, 5

人, 8%

仙台厚生病院, 5

人, 8%

東北医科薬科大

学病院, 4人, 7%
中嶋病院, 3人, 

5%
東北大学病院, 3人, 

5%

仙台医療セン

ター, 2人, 4%

金沢医療セン

ター, 2人, 3%

JCHO仙台病院, 

2人, 3%

仙台青葉学院短

期大学, 2人, 3%

その他, 16人, 

26%

不明, 2人, 3%

病院別

岩手県, 2人, 3%

宮城県, 50人, 

82%

山形県, 3人, 5%

東京都, 1人, 2%

石川県, 2人, 3%

大阪府, 1人, 2%

不明, 2人, 3%

都道府県別

会場 

日程 
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講師 石川　奈津江 中嶋病院　診療看護師
11:50～13:00

会長 渡邊　隆夫 東北文化学園大学　健康社会システム研究科教授

座長 渡邊　隆夫 東北文化学園大学　健康社会システム研究科教授
コメンテーター 草間　朋子 日本NP学会会長

武藤　満完 東北労災病院救急外科部長
駒ヶ嶺　美春 北上済生会病院　診療看護師
佐竹　雅史 東北医科薬科大学病院　診療看護師
佐藤　幸子 山形大学医学部看護学科教授
下山田　健二 仙台市健康福祉局地域包括ケア推進課
永井　知枝 ケアステーションしおかぜ

講師 草間　朋子 日本NP学会会長

津田　丈秀 東北文化学園大学　健康福祉専攻　教授

田林　晄一 仙台青葉学院短期大学教授

前年度会計報告

閉会式

14:50～15:40

15:40～15:45

15:45～15:50

第6回東北NP勉強会
NPが病院外で働く ～CareからCureへ～

10:30～11:50

休憩・受付

教育講演
日本におけるNPの教育と実践の来し方、課題、未来

「東北における効果的なNPの活用方法を考える」

13:00～13:05

パネリスト

13:05～14:40 パネルディスカッション

開会式
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～第 6 回東北 NP 勉強会～ 参加者 27 名 

中嶋病院の石川奈津江先生から「NP が病院外で働

く ～Care から Cure へ～」というテーマで中嶋病院

内での診療看護師の活用や取り組み、在宅医療におけ

る活動についてご講演をいただいた。 

 勉強会の中でNPについての自分たちの活動につい

てグループディスカッションもおこなわれた。 

 

 

 

 

 

～パネルディスカッション～ 参加者 61 名 

「東北における効果的な NP の活用方法を考える」を

テーマにパネリストが自施設での取り組みや診療看

護 師 に 期 待 す る こ と を 講 演 い た だ い た 。

セミナーとイベント 
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～教育講演～ 参加者 61 名 

日本 NP 学会会長の草間朋子先生から「日本における NP の教育と実践の来し方、課題、未来」をテーマに診療

看護師の変遷と今後の展望についてご講演をいただいた。

 

 

 

東北文化学園大学 1 号館 1 階 

会場案内 
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東北文化学園大学 1 号館 2 階 

メイン会場 応接室 
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展示会場 
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① 日本コヴィディエン株式会社 

PICC、エコー、胃瘻、各種カテーテル関係 

② エドワーズライフサイエンス株式会社 

EV1000 モニター、フロートラックセンサー、クリアサイト 

③ スミスメディカルジャパン株式会社 

搬送用呼吸器、血ガス採血キット、気道確保デバイス 

④ 東機貿株式会社 

気管支鏡、閉鎖式吸引システム、ラリンゲルマスク 

⑤ 東洋羽毛北部販売株式会社 

羽毛布団 

⑥ 京都科学株式会社 

他職種連携ハイブリットシミュレータ、DAM シミュレータトレーニングモデル 

 

 

出展者一覧 
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広告一覧 
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東北 NP 研究会 

〒981-8551 宮城県仙台市青葉区国見 6-45-1 東北文化学園大学内 

 E-mail:np-tohoku@ns.tbgu.ac.jp 


